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序

下分遠崎遺跡は,本 県における弥生文化の成立 ・展開を明らか

にする上において,極 めて重要な位置付けがなされてお ります。

当遺跡は,本 県では類例の僅少な木器,籾,ド ングリなどをはじ

めとする多 くの自然遺物,更 にシカ ・イノシシなどの獣骨,カ ツ

オの骨,更 に今回はツキノワグマの下顎骨が発見されました。こ

れらの遺物は,当 時の人々の生活の様子を大変具体的に示す もの

です。土器や石器で語 られて きた本県の弥生時代の歴史像 を,よ

り豊かに描 くことが可能 となりました。そのことを報告すると同

時に,皆 様と共に嬉びたいと思います。

これらの遺物の一つ一つは,今 から2000年以上 も前,高 知平野

を拓いた先人たちの生 きざまを伝える貴重な資料でございます。

斯学の向上に資することは勿論ですが,歴 史を背負い未来を開拓

しなければならない私たちの共有財産 として,現 代的意味を追求

して行かなければならないものであると思います。

下分遠崎遺跡は,そ の大部分が水田の下に眠 り続けています。今

後遺跡の保護と活用のあり方を考えて行かなければな りません。

最後に,調 査にあたりまして労を尽 くして頂 きました南国土木

事務所の隅田純一班長,田 村隆章技監はじめ,発 掘作業に従事 し

て下さった地元作業員の皆様,整 理作業に携わって頂いた方々に

厚 くお礼申し上げます。

平成6年3月

財団法人 高知県文化財団

埋蔵文化財センター所長 原 雅 彦





例 言

1． 本書は，県道稗地中村線緊急地方道路整備 （緊道整（A） 第2-8-4号 ）事業に伴 う下

分遠崎遺跡発掘調査報告書である。

2． 所在地 高知県香美郡香我美町下分

3． 調 査対象面積850㎡ ， 調査面積350㎡

4． 調査期 間，立会調査 平成5年8月12日 ， 試掘調査 同9月1日 ～3日 ，本調査 同9月

24日 ～10月31日 で ある。

5． 調査体制

立会調査 坂本 憲昭 （高知県文化財団 埋蔵文化財センター）

試掘調査 出原 恵三 （ 同 上 ）

本 調査 同 上

6． 本 書の執筆 ・編集 は出原が行 った。

7． 出土遺物は，高知県埋蔵文化財センターで保管 している。

発掘作業及び整理作業で下記の方々の協力を得た記して謝意を表す。

発掘作業 ：安達泰秀 ・石川功 ・石川康弘 ・石川弘己 ・馬地節子 ・小松和則 ・加納末雄 ・

貞岡重道 ・佐野宣重 ・十万睦 ・谷紀子 ・吉川徳子

整理作業 ：高橋千代 ・岩本須美子 ・矢野雅 ・山本裕美子 ・浜田雅代 ・川村亜矢 ・吉本睦子

・大原喜子 ・橋田美紀 ・田村美鈴 ・松本富子 ・楠瀬憲子

8． 遺物の鑑定，保存処理については下記の諸先生の手を煩わせた。記 して深甚の意を表 した

い。

木器保存処理 西山要一先生 （奈良大学文学部文化財学科保存科学研究室）

樹種鑑定及び細胞写真 山口誠治先生 （大阪文化財センター 長田分室）

獣骨鑑定 松井 章先生 （国立奈良文化財研究所）

山口誠治先生には玉稿を頂いた。

9． 凡 例

本文中の弥生土器編年で使用した中期 Ⅰ期は畿内第2様 式に，中期Ⅱ期は同第3様 式に併

行する。



報告書要約

1． 遺 跡 名 下分遠崎遺跡 遺跡番号180019遺 跡 地 図No．19－159

2． 所 在 地 高知県香美郡香我美町下分

3． 立 地 沖積低地 標高約10m

4． 種 類 弥生時代前期 ・中期

5． 調査主体 財団法人 高知県文化財団 埋蔵文化財センター

6． 調査契機 緊急発掘調査

7． 調査期間 立会調査 平成5年8月12日

試掘調査 平成5年9月1日 ～9月3日

本 調 査 平成5年9月24日 ～10月31日

8． 調査面積350㎡

9． 検出遺構 弥生前期末の土坑2基 同ピット2個

弥生中期の性格不明土坑1基

弥生中期の溝2条

弥生後期の溝1条

出土遺物 弥生前期 ・中期の土器多量,中 期の木製品 （鋤先,矢 板状木製品他）,獣 骨 （ツ

キ ノワグマ）

10． 内容要約

下分遠崎遺跡は,昭 和58年 に発見 され以後2回 の調査が実施されてきた。その結果,弥 生

前期末に成立 し中期前半で終わる比較的短命な集落遺跡であることが明らかとなった。従来

の調査では掘立柱建物,貯 蔵穴,溝 などを検出している。低湿地にあることか ら本県では類

例の僅少な弥生時代の農 ・工具などの木製品,獣 骨,魚 骨,各 種種子などの自然遺物が多量

に出土 し,当 時の生業を明らかにする上で貴重な資料を提供 している。

今次調査は,前2回 の調査に比べると検出遺構は少なかったが,前 ・中期の遺物は豊富に

得ることがで きた。土器は,中 期 Ⅰ期 （畿内第1様 式併行）の一括性の高い資料 をSD2か

ら得た。当該期の一括資料は,類 例が少なく器種組成等不明な点が多かったが,今 次調査の

成果はそれを補うものである。SD2か らは土器の他に,着 柄鋤先や矢板状木製品,ツ キノ

ワグマ下顎骨が出土 した。弥生時代におけるツキノワグマの出土例は極めて少ないが,確 実

な遺構に伴う例は全国的に見ても本例が初めてではないかと思 う。
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第 Ⅰ章 周辺の歴史 ・地理的環境

土佐の国,高 知県は,北 側 を峻険な四国山地に囲まれ南は太平洋に面し,東 西に長い弧状の

海岸線を有 している。その中央部に位置する高知平野は,南 四国で最大規模を誇る平野であ り,

かつては米の二期作地帯として有名であったが,現 在は施設園芸作物のビニールハウスヘ と変

貌している。高知平野とその周辺部は,縄 文時代から近世に至る多 くの遺跡が立地しており,

わけても物部川下流域に展開する田村遺跡群は,弥 生時代前期初頭から後期まで継続して営ま

れた県下最大の拠点的集落である。高知平野における弥生時代社会の展開は,田 村遺跡群を核

として展開したものと考えられる。

下分遠崎遺跡は,高 知平野の東端部に位置する香美郡香我美町下分にある。遺跡は,山 北川

と香宗川の間を南西に伸びる俗称遠崎山の南端裾部に形成された沖積地に立地している。海岸

線からは北に3㎞,田 村遺跡群からは物部川を隔てて東方約6㎞ の地点にあ り,標 高は10m前

後を測る。下分遠崎遺跡は,後 述するように1986年(1)と1988年(2)との2回 にわたって発掘調査が実

施されている。その結果,弥 生時代前期末から中期前半にかけて営まれた集落遺跡であること

が明らかとなり,高 知平野における弥生文化の波及 ・展開を知る上で重要な位置付けがなされ

ている。また遺跡が低湿地にあることから,田 村遺跡では得ることができなかった数多 くの木

製品や獣骨,炭 化米,籾,各 種の自然遺物を検出することができた。1988年 の調査では四国で

は最古カツオの腹椎骨を検出するなど注 目を集めている。

当地域の歴史は,現 在のところ縄文時代後期まで遡ることができる。東方の拝原遺跡(3)（10）

では,遺 構を明らかにすることはできなかったが,後 期前半の宿毛式土器,成 立期の縁帯文土

器である松ノ木式土器,後 期中葉の片粕式土器が出土している。これまで宿毛式土器は,県 西

部に分布する局地的な土器とされていたが,広 く東部にも分布することが明らからかとなった

のである。(4)続く晩期は,十 万遺跡 （9）から貯蔵穴が検出され刻目突帯文期の深鉢 ・鉢が出土

している。(5)以後,弥 生時代前期前葉～中葉の時期は全 く空白であるが,前 期末葉に至ると下分

遠崎遺跡をはじめ,先 に挙げた拝原遺跡や十万遺跡からも遺物 ・遺構が確認 されている。高知

平野の周辺地域においては,当 該期が弥生時代の最初の画期 となることを示 している。これら

の三遺跡に共通することは,中 期前葉まで しか続かない比較的短命な遺跡 と言うことである。

凹線文の出現期には,低 地から集落址が消え,丘 陵斜面や丘陵上に立地するようになる。東方

の的場遺跡 （12）や北方の本村遺跡 （3）,「神の壺」で有名な龍河洞洞窟遺跡 も当該期に成立

する。凹線文土器成立期,当 地域において も集落を再編成する政治的な要因が横たわっている

ように思われる。

後期になると集落は再び平野部に営まれるようになる。後期初めは空白であるが,中 葉には

拝原遺跡で2棟,十 万遺跡で1棟 の竪穴住居址が確認されている。後期後半から古墳時代初頭



Fig．1周 辺の遺 跡



に至ると集落数は飛躍的に増加する。竪穴住居址の検出例を挙げると十万遺跡で2棟 ，拝原遺

跡で2棟 ，稗地遺跡(6)（11）で6棟 が検出されている。これらの他周辺部の田畑には，当該期の

土器散布地が数多 く確認されている。すなわち香宗川流域では，中幅遺跡 （14）・幅山遺跡 （15），

山北川流域では宮の前遺跡 ・宮の西遺跡などを挙げることができる。これらの諸遺跡は，中期

前半まで営まれた低湿地ではなく，河川の中流域の標高の高い谷平野筋に点々と立地 している。

これらの集落は，共通の水系に依拠 しながら大規模な用 ・排水路の敷設など協業を通 して強固

に結びついた世帯共同体を形成していたことが考えられる。そしてこの段階になると広範な可

耕地を開拓 し，今 日とそれほど変 らない水田経営がなされていたものと思う。古墳時代初頭に

属する竪穴住居址からは，多量の在地土器に混ざって必ず と言ってよいほど河内や阿波からの

搬入土器が見 られる。しかしながら急増 した集落は長期にわたって営まれることなく，土器1

～2型 式のうちにことごとく消滅 してしまう。弥生時代末から古墳時代初頭にかけての集落の

急増 と急落， これは土佐における古墳時代成立期前後に見られる一般的傾向であるが，当地域

において典型的に現われていると言えよう。(7)

周辺に前期古墳は存在せず，わずかに須恵器出現直前頃の古式土師器 （古式土師器Ⅲ期）(3)を

有する竪穴住居が2棟 確認 されているのみである。再び当地域が活況を呈するようになるのは

6世 紀末頃を待たなければならない。拝原遺跡では，カマ ドを持った竪穴住居が3棟 存在 し，

同時期に掘 られたと考えられる幅2.6～3m， 深さ0.6～0.7m， 延長120mを 測る大溝が検出さ

れている。山南川から水を引 くための用水路 と考えられる。7世 紀になると鳴呼古墳 （18）や

幅山古墳など小円墳が造営されるようになり，須恵器窯 （徳王子一号窯）（19）も登場する。

当地域の生産力の拡大に照応 した有力家父長層の政治的成長の過程を示すものである。そして，

これらを前提として，8世 紀に至ると十万遺跡では，突然として方形掘 り方を有する掘立柱建

物群が出現する。律令体制下，当地は 『和名類聚鈔』に記載のある大忍郷に属するが，同郷内

にあって当地域は，その中心的位置を占めていたことが考えられるのである。

註

（1）高橋啓明 ・出原恵三1987年 『下分遠崎遺跡発掘調査概報』香我美町教育委員会
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（6）松田知彦1993年 『稗地遺跡発掘調査報告書』高知県埋蔵文化財センター

（7）出原恵三1993年 「弥生から古墳へ─ 前期古墳空白地域の動向」『考古学研究』第40巻 第2号
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第Ⅱ章 調査に至る経過及び調査の方法

1． 調 査 に 至 る経 過

下分遠崎遺跡は，1983年5月， 町道前田－遠崎線拡幅工事に伴う側溝掘削時に，土器が出土

したことが契機で明らかとなったものである。おりしも周辺部においては，県営圃場整備事業

が実施 される時で もあ り，香我美町教育委員会は1986年 に同町道をはさんで東西の試掘調査を

実施し，遺跡の内容 ・範囲等の把握に努めた。この調査で弥生前期末～中期前半の集落址であ

ることが明らかとなり，低湿地であったことから，これまで県下では出土例を見なかった多量

の木製品や獣骨をはじめとする自然遺物が大量に出土 し，「土佐の登呂遺跡」 として俄に注 目

を集めるようになった。続いて実施された1989年 の緊急発掘調査においても同様の成果を納め

ることがで き，下分遠崎遺跡は，高知平野周辺部への弥生文化の波及を明らかにするうえで極

めて重要な位置を占めるようになった。

今次調査は，前2次 にわたる調査区の北側，香我美中学校の前 を東西に走る県道稗地中村線

の拡幅工事 （緊道整 （A）第2－8－4号 ）に伴 う緊急発掘調査である。同工事は，現在の路

幅を南へ約4m拡 げるものであ り，計画通 り工事が実施されれば，工区内で約900㎡ の部分に

おいて遺跡が破壊されることが予想されるに至った。文化財保護部局である香我美町教育委員

会及び高知県教育委員会は，開発部局である南国土木事務所 と協議を行い，工事に先立って記

録保存のための緊急発掘調査を行うこととした。先ず本調査の計画立案のための資料を得るた

めに1993年8月12日 に，南国土木事務所職員の立合いのもと6個 所に任意の トレンチを設定 し，

地層の堆積状況 ・遺物の有無等を確認し，調査対象地の確定 を行った。その結果， 町道前山－

遠崎線より東方60mの 地点以東は調査対象外 とし，香我美中学校南面及び町道前山－遠崎線よ

り東方60mま での範囲，約850㎡ を調査の対象とした。次いで9月1日 ～3日 に，調査対象地

内の遺物包含層 ・遺構検出面の深度等 を把握する為に試掘調査を実施 し，9月24日 ～10月31日

に本調査を行った。

2． 調 査 の 方 法

調査の便宜上，町道前山－遠崎線 をはさんで西側を1区， 東側を2区 とした。1区 は延長約

110m， 幅5m，2区 は延長60m， 幅5m， 計850㎡ である。 しか しながら実際の調査において

は，民有地 ・現道路肩の保全等から，対象地全面にわたっての調査は不可能であり，1～2m

程度調査幅を減少せざるを得なかった。調査は，表土 より遺物包含層 までの50～70㎝ は重機を

使って掘削し，それより下については人力で掘 り下げた。遺物の取 り上げ及び遺構の測量等に

ついては，調査区西端から1・2・3・ ・と3m毎 に基準を設け，位置を定めた。実測は，必

要に応 じて10分 の1，20分 の1，40分 の1の 縮尺で行った。



Fig．2調 査区位置図





第Ⅲ章 調査の成果

1基 本 層 序 （Fig．5・6）

基本層序は，1・2区 共に南壁を測った。縦を80分の1， 横方向を160分の1で 図化 した。

（1）1区 （Fig．5）

ⅩⅣ層 ：青灰色砂礫層である。砂及び径1㎝ 前後から拳大の砂岩，チャー トの礫からなる。

調査区中央部付近でしか確認できなかったが，かなりの起伏をもって基底層を形成 してい

る層準 と考えられる。無遺物層である。

ⅩⅢ層 ：茶色砂礫層である。本層序はⅩⅣ層が単に酸化 しているだけで， ⅩⅣ層 と同様の性

格を有するものと考えられる。無遺物層である。

ⅩⅡ層 ：灰黒色粘土勝風化砂岩礫層である。ⅩⅣ ・ⅩⅢ層とⅦ層の間にブロック状に存在す

る。無遺物層である。

ⅩⅠ層 ：暗灰色砂礫層である。Ⅷ層の中にブロック状に存在 している。最大層厚40㎝ を測る

が洪水等で堆積 したものであろう。無遺物層である。

Ⅹ層 ：黒色粘土層である。ⅩⅠ層の上に載っている。無遺物層である。

Ⅸ層 ：灰色粘土層である。調査区西部でのみ確認される。無遺物層である。

Ⅷ層 ：暗灰褐色粘土層である。最大層厚60㎝ 前後を測 り，調査区全体に堆積が見られ安定 し

た層準である。弥生前期末の土器を少量含む。後述のユニット1・2・4及 びSK1は 当

層準を基盤としている。

Ⅶ層 ：暗灰色粘質土層である。Ⅷ層 と整合を保ち調査区のほぼ全面に堆積する安定 した層準

である。最大層厚28㎝ を測る。弥生前期末葉の遺物を大量に含む。

Ⅵ層 ：灰褐色粘土層である。調査区西端部にブロック状に堆積 している。

Ⅴb層 ：砂礫勝暗灰色粘土層である。調査区のほぼ全面に見 られ安定 した層準である。最大

層厚40㎝ 前後 を測 り，弥生中期前半 ・前期末の遺物を大量に含む。Ⅴb層 はⅤa層 に整合

で覆われる。

Ⅴa層 ：砂褐勝暗褐色粘質土層である。Ⅴb層 が調査区西半に主として堆積 しているのに対

してⅤa層 は東半に堆積する。最大層厚40㎝ 前後を測る。弥生中期の遺物を多 く含む。

Ⅵ′層 ：淡黄灰色粘質土層である。Ⅳ層の下層に部分的に認められる。

Ⅵ層 ：淡黄灰色粘土層である。調査区のほぼ全体に見られ安定 した層準である。最大層厚20㎝

前後を測る。ほとんど遺物 を含まないが，須恵器が1点 出土 している。

Ⅲ′層 ：黄茶灰色粘質土層である。主として調査区の東半に堆積 しており，最大層厚20㎝ 前

後を測る。

Ⅲ層 ：茶灰色粘質土である。層厚8～20㎝ を測る。旧耕作土である。
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Ⅱ層 ：黄褐色シル ト～粘質土層である。現代水田の床土～旧耕作土である。

Ⅰ層 ：現代水田耕作土である。

（2）2区 （Fig．6）

ⅩⅣ層 ：茶灰色砂礫層である。調査区西端に高く盛 り上がっている。1区 のⅩⅣ層に対応す

る層準 と考えられる。無遺物層である。

ⅩⅢ層 ：黒色腐食土層である。調査区東半分で認められ，東に向かって次第に厚 さを増す。

無遺物層である。

ⅩⅡ層 ：暗灰色粘質土層である。調査区西半部分に見 られる。1区 のⅦ層に対応する層準で，

弥生前期末葉の土器を多 く含む。最大層厚は60㎝以上を測る。

ⅩⅠ層 ：灰茶色砂質土層である。調査区西半部に部分的に見 られる。無遺物層である。

Ⅹ層 ：黄青灰色砂礫層である。調査区西半部に部分的に見られる。無遺物層である。

Ⅸ層 ：灰色粘土層である。調査区西半部に部分的に見られる。

Ⅷ層 ：拗黒色粘土層である。調査区西半部の一部に見られる。

Ⅶ層 ：灰黒色粘土層である。調査区西半部の一部に見られる。

Ⅵ層 ：黒褐色砂～粘質土である。調査区の中央部に見られ，弥生前期末の遺物を含んでいる。

Ⅴ層 ：暗灰褐色砂～粘質土層である。調査区全体に見られ安定 した層準をなす。層厚60㎝ 以

上を測る。1区 のⅤb層 に対応し弥生前期末 ・中期前葉の遺物を多 く含んでいる。

Ⅳ層 ：暗灰色粘土層である。調査区西端の一部に見られる。

Ⅲ層 ：淡灰色粘土層である。層厚4～20㎝ を測る。旧耕作土である。

Ⅱ層 ：現代耕作土である。

Ⅰ層 ：客土である。

以上1区 ・2区 の基本層序について述べた。1・2区 共に砂礫層 （ⅩⅣ層）が，かなりの凹

凸をもって基盤層を形成 してお り，その上に粘土 ・シル ト層が堆積 している。これら粘土 ・シ

ル ト層の中にもブロック状に，砂礫や砂の堆積が見られる。これらは度重なる洪水による堆積

を示 している。前期末の遺物包含層 （1区－Ⅶ ・Ⅷ層2区 －ⅩⅡ層）は比較的安定した堆積

を示 してお り，安定 した生活面を形成 していたことが窺われる。このことは前2回 の調査 と同

様の結果である。

2区 はⅩⅡ層が東へ行 くに従って下向を示してお り，それと共に遺物量も減少している。そ

して黒色腐食土層のⅩⅢ層が厚 く堆積するようになり，旧地形が東に向って傾斜していること

が分かる。このことは先述した立会調査の結果とも一致する。西方に向っては，まだかなり安

定 した層準が続いていることが予想される。



2検 出遺 構 と遺 物

1・2区 共に検出遺構は少ない。遺物の多 くは遺物包含層及び遺構検出面基盤層の上面に集

中して出土 したものである。後者については，出土状況から一括性の高いものとして理解 し，

ユニ ット番号を付 して取 り上げた。

（1）SKl（Fig．3・7・8）

SKlは，1区 のほぼ中央部にある。南北方向に長軸を有 し，長さ160㎝ 以上， 幅42㎝， 深

さ10㎝を測る溝状の細長い土坑である。南端部の輪郭を明確 にすることができなかった。Ⅷ層

を掘 り込んでいる。埋土は黒褐色を呈 し腐食物 を多 く含んだ泥土状の粘土である。遺物は検出

面レベルで見 られたが，床面上のもの

はない。またSK1西 壁に近接 して，

比較的大 きな土器片を検出したので，

SK1内 のものと同時に出土状況を図

示 した。内 ・外共に前期末葉の土器で

ある。1は，SK1西 脇から出土した

甕の上胴部で外面に指頭で摘み出した

小突帯を3条 めぐらしている。2は 大

型の甕で頸部下半及び上胴部にヘラ描

沈線を有する。3・4は 甕の，6・7

は壺の底部である。6・7以 外はどれ

もかなり激しく煤けている。

（2）SK2（Fig．4・9）

2区 の西壁から3mの 地点で検出し

た。大部分が調査区外に出ている。深

さは20㎝前後を測る。埋土は暗灰褐色

Fig．7SK1及 び 周辺か らの遺物 出土状況実測図 Fig．9SK2実 測 図



Fig．8SK1及 び 周辺か らの出土土器実測図

砂 ～粘質土 （Ⅴ層）であ り，遺物 は含 まれていないが弥生 中期前半 の土坑 とす ることがで きる。

（3）P1・P2（Fig．10）

共 に1区 のほぼ中央部で検出 した。SK1と 同様 Ⅷ層 を掘 り込 んでい る。P1は，30㎝ ×27㎝

の楕 円形の掘 り形 を有 し，18㎝ の柱根痕 を検出す ることがで きた。深 さ20㎝ を測 る。P2は，

30㎝ ×20㎝ の 隅丸方形状の プランを呈 し，断面台形状深 さ12cmを 測 る。埋土 は共 に黒褐色粘土

で， 遺物 は認め られないが， 弥生前期末 に属す る。

Fig．10P1，P2実 測 図

（4）SX1（Fig．3・11・12）

1区 の東端部にある。東西方 向に長軸 を有す。長 さ2.4m以 上，幅1.4m前 後，深 さは5～12㎝

を測 り床 面 は南 に傾斜 してい る。埋 土 は砂礫 を多 く含 んだ暗灰褐色粘 質土 であ る。遺物 は，



Fig．11SX1及 び 遺物出土状況実測図

Fig．12SX1出 土 土器 実測図



埋土中より土器 と棒 ・板状の木製品が出土 したが，床上のものはない。8は 鉢，13は 壺底部。

9は 同胴部片で，断面三角形の小突帯を貼付 し櫛描波状文 と双線による山形文を配す。10～12

・14は壺の口頸部で，共に口縁外面に粘土帯を貼付 し肥厚，口唇に刻目，10・11は 口唇を強く

横にナデる。10は 口縁内面にハケ状原体で圧痕文。12は頸部下端に小浮文を貼 り巡らす。14も

外面に粘土帯を貼付 し口唇部を横ナデするが無文である。中期Ⅱ期前半の遺構である。

（5）SD1（Fig.3・13・14）

1区 の西端部 にあ り，南北

方向 に走 る溝で ある。肩部 を

明瞭 につかめないところ もあ

り，正確 な幅 を出せないが，

2m前 後 はある。断面は階段

状 を呈 し， 中央部が最 も深 く

なってお り，最 も深い ところ

で1.3mを 測 る。前期 末の包

含層 であ る Ⅶ層 を切 って い

る。埋土下層 は，砂礫層 が詰

まってお り，上層 を灰茶色粘

土が覆い，その上 に一部 中期

の包含層 （Ⅴ層）が載 ってい

る。遺物 は，下層 か らは全 く

認め られず上層 よ り土器 ・石

器が出土 してい る。15は 甕 口

縁部，17は 薄手の甕上胴部で

3条 の小突帯が貼付 されてい

る。16・18・19は 壺 胴部であ

る。16は ，櫛描直線文 を配 し，

その上 に棒状浮文 を貼付刻 目

を施す。18も 上胴部 に櫛描直

線文，19は 断面三角形 の突帯

を貼付 し，ヘラ描沈線帯，双線 による弧文を配す。石器は叩石 （20）と石包丁 （21）が出土 し

ている。20は硬質砂岩の小礫 を利用 したもので，縁部に使用痕が見られる。大部分欠損 してい

るが102gを 測る。21は ，直線刃片刃の石包丁で背部は湾曲する。2孔 を有 し敲打によらない

両面穿孔である。孔間8㎜ ，孔径7㎜ を測る。また背部から刃部に向かって厚味が増 している。

石材は千枚岩である。

Fig.13SD1平 面 ，エ レベーシ ョン及びセク ション図



Fig．14SD1出 土遺 物実測 図

Fig．15SD2出 土 土器実測図



SD1は， 埋土 と遺物の状況か ら判 断 して， 中期の早い段 階に埋 まった もの と考 え られ る。

（6）SD2（Fig．3・5・15）

1区 の西部 にある。南北 に流 れる 自然流路 であ る。肩 幅3.2m前 後， 深 さ40～50㎝ を測 る。Ⅴ

・Ⅶ ・Ⅷ層 を切 っている。埋土には砂， 大小礫が堆積 している。遺物 は弥生前期 か ら後期 まで

の ものが出土 している。22は 前期 甕の口縁部，27は 同底部 である。23・24・29は 中期 の壺であ

る。23・24は 胴 部で， 櫛描文 と突帯 を多様 してい る。櫛原体が細 いことか ら中期 Ⅱの前半 に比

定で きる。25は 鉢 の口縁部，28は 同底部であ る。26は 後期最終末の甕である。26は 外面が激 し

く煤 けている。

SD2は， 弥生後期終末頃に埋 まった流路であ る。

（7）SD3（Fig．3・5・16～21）

SD3は，1区 のほぼ中央部 にあ り，南北 に走 る溝 である。幅 は2.5～2.6mを 測 り，深 さは

最 も深い ところで40㎝ 前後 を測 る。東の壁 は急勾 配に立 ち上が るが， 西 の壁 は緩やか に立ち上

が る。東 の肩が西 よ りも20㎝ 程高 い。SD3は， 前期末 の遺物包含層 Ⅶ ・Ⅷ層 を切 って掘 られ

てお り，床面 は基底層の砂礫層 （ⅩⅣ層） とな っている。埋土下層 は， 腐食物 を多 く含 んだ暗

褐色粘土層で， 多量の土器 や木器 ・獣骨が出土 した。大型壺 （86）の ように床面 にへば りつ い

た状態 を示す もの も多い。埋土上層 は， 中央部 に レンズ状 に堆積 する砂層 とそれ を覆 う暗褐色

粘質土 である。埋土下層 は，SD3が 機 能 していた時 に自然堆積 に近 い状態で堆積 した層準で

あ るが， 上層砂層 は洪水砂， また暗灰褐色粘土層 はSD3が ほ とん ど埋沈 した時期に堆積 した

層準 と考 え られ る。SD3は， 中期 Ⅰ－1期 に機能 した溝であ り，下層及 び床面の遺物 は一括

資料 として位置付けるこ とがで きる。

①SD3上 層 の遺物 （Fig．17，Fig．18－54・55・57・58）

壺 （Fig．17－30～39・45～48・51～53）

30～38・45は， 胴部細片であ る。34は 頸胴部 間に3～4条 のヘ ラ描沈線 を施 し，33・35は 多

条のヘ ラ描沈線 と扁平 な刻 目突帯 を有する。30は ヘ ラ描沈線 ＋双線 山形文＋小突帯 を有す。以

上は前期末 に属する。31は 櫛描波状 文 と同原体 による刺突文，32は 櫛描波状 文 と円形浮文，36

は櫛描波状文，37は 櫛描直線文 ＋扁平 な刻 目突帯 を有す。32は 櫛 目が極めて細 く胎土 も異 なる

ことから搬入品の可能性が強い。以上 中期 Ⅱ期前半の土器 である。

39・46～48・51・52は 壺 口頸部である。39は 口縁外面 に粘土帯 を貼付 し， 内面 には扁平な刻

目突帯 を4条 貼付 している。46・51は 口唇 を横 ナデ し，上 ・下端 に刻 目を施す。47・48は， 口

縁外面 に粘土帯 を貼付 し共 に口唇 を強 く横ナデす る。47は 口唇上 ・下に刻 目を，48は 口縁 内面

に扁平 な刻 目突帯 を3条 貼付 する。52は， 頸部 に多条沈線 ＋刺突列点文を配す。52が 前期末，

他 は中期 Ｉに属す る。53は， 胴部 にヘ ラ描沈線＋双線斜格子 ＋刺突文を有 し前期末 に属 する。

57・58は 共 に壺 の低部であ る。

甕 （Fig．17－40～44・49・50，Fig．18－54）



Fig．16SD3遺 物 出土状況実測図

40～44は ， 甕細片 である。40・41は 指 頭で摘み出 した小突帯 を3条 ，42は 口縁部外面 に断面

方形 の突帯 を貼付 し刻 を施 し，更にその直下 に小突帯 を貼付 し刻 む。44は3条 のヘ ラ描沈線 を

施す。49は 口唇 を強 く横ナデ し下端 に刻 目を巡 らす。50は ， 口縁 に扁平 な刻 目突帯 を貼付 し，

刻 目を施す。41・42・50は 薄 手である。

55は 蓋で 口唇 を強 く横ナデする。

②SD3下 層 の遺物 （Fig．18－56，Fig.19～21）

a土 器

上層 に比べ て大型の破 片が多 い。



Fig．17SD3上 層 出土土器実測図



Fig．18SD3上 層 出土土器 実測図

壺 （Fig．19－60～68，72・73・75・76，Fig．20－81・82，84～86）

60～64は 胴 部細片であ る。60・64は 太 い原体 に よる櫛描直線文 を有 し，64は 双線 による山形

文 を配す。61・62は ヘ ラ描沈線 と双線 による弧文 を有す。63は 双線 による斜格子文 ＋断面三角

突帯 を有す。65・66は 長頸 の広 口壺であ る。65は 口唇 を強 く横 ナデ し上 ・下 に刻 目，66は 多条

のヘ ラ描沈線 ＋扁平 な刻 目突帯 を有す。66・67は 頸 部 に櫛描直線文 ＋扁平 な刻 目突帯 を施 し，

共に口唇 は ヨコナデ，67は 口唇下端 に刻 目， 口縁部 内面 に刺突文を施す。68は 口唇上 ・下 を刻

み口縁 内面 に扁平 な刻 目突帯 を2条 貼付 する。72は 内面 に粘土帯 を貼付 し，口唇 に沈線， 上 ・

下に刻 目を配す る。73は 球形 の胴部か ら直立す る頸部下端に多条 のヘ ラ描沈線 を施す。75は 多

条のヘラ描沈線 ＋扁平 な刻 目突帯 を貼付 する。86は 器高96㎝， 最大径66㎝ を測 る大型壺 である。

底部 が欠落 してい るがほぼ完形複元で きた。出土状況か ら見て原位置で破損 した もの と考 えな

ければな らない。底部 は接合面か ら剥離 してお り，意図的に底部 をはず してSD3内 に持 ち込

まれた ものと考 えられる。最大径 を胴部下半 に有す る長胴 の壺 で， 口縁端部が 内 ・外 に拡張 さ

れ， 口唇下端 に刻 目を施す。76・81・82・84・85は 壺 底部である。60・64・67・68は 中期 Ⅰ－

1期 に属す る。

甕 （Fig．19－59・69～71・74・77・79・80・83）

69・71は， 頸胴部 間に2条 の突帯 を貼付， 口唇 は強 く横 ナデ し，69は 上端 に71は 下端 に刻 目

を配す。70・74は 頸 胴部 間にヘ ラ描沈線1条 を有す。71は 薄手であ る。77・80・83は 底 部であ

る。

鉢 （Fig．18－56，Fig．20－78）

56は 底 部，78は ほ ぼ完形 をとどめる。共 に底部 を厚 くつ くり外脇 を指頭で強 く押 さえている。

78は， 口唇 を強 く横 ナデ し上 ・下端 に刻 目を施す。

b叩 石 （Fig．20－87）

砂 岩 の河原石 をそのまま利用 している。長側縁の一部 に使用痕が見 られ る。長 軸9.5㎝， 短

軸7.1㎝， 厚 さ2.5㎝， 重 さ2l0gで あ る。

c木 器 （Fig．21）



Fig．19SD3下 層 出土土器 実測図



Fig．20SD3下 層 ・床面出土遺物実測図 （86のスケールは8分 の1）



Fig．21SD3及 び1区 Ⅶ層出土木 製品 （SD3：88，90，91， Ⅶ 層 ：89）



鋤先 （Fig．21－91）

着柄鋤先で，全長26㎝， 肩部幅16.4㎝， 肩部の厚 さ2.4㎝ で先端に向かって厚 を減じ先端部

では0.6㎝前後となる。材はアカガシ亜属である。平面形 はスコップ状で先端に向かってかな

り湾曲している。着柄孔は径2～3㎝ を測 り鋭角に穿たれている。全体 として左右対称 となっ

ておらず，肩部の突起，着柄孔共に表面観では左側に片寄って着いている。また身上半の側縁

にみられるドテ状の高まりも右側はしっか り作 られているが，左側は上端に痕跡程度 しか認め

ることはできない。全体に磨耗が激 しく使用痕 ・加工痕 を十分に観察することがで きないが，

刃部は右側よりも左側がやや直線化 してお り，左側刃部の消耗が激 しかったことを示 している

可能性が十分に考えられる。

その他 （Fig．21－88・90）

88は，長さ40㎝，最大幅4.7㎝，厚さ1㎝ を測る板状の木製品である。90は，長さ44㎝，幅8.6㎝，

厚さ2～2.8㎝ を測る。本例 も板状木製品である。両者共に 「みかん割技法」によって作られ

た土留用の矢板として用いられたものと考えられる。共にアカガシ亜属である。

d獣 骨 （PL22）

ツキノワグマ，雌，成獣の下顎骨が出土している。残存長14㎝ を測る。弥生時代の遺構から

ツキノワグマの骨が出土することは，全国的にも極めて類例が少ない。

3． ユ ニ ッ ト出 土 の 遺 物

（1）ユニ ツ ト1（Fig．3・22～24）

1区 西端 よ り16mの 地 点で検出 した。調査 区 を北東 か ら南西方 向に切 る帯状 の炭化物密集地

があ り，その中 に前期末の土器が多量含 まれていた。炭化物 の厚 さは2～10㎝ を測 り，浅い溝

状の遺構 とな る可能性 もあ る。炭化 物の中には少量 の炭化材 も含 まれている。 なお94は 炭化物

の広が りの外 に位 置す るが， 関連の強い もの としてここで取 り挙 げた。土器 の出土状況 には，

特徴 的な もの は見受け られず平均 的な出土 を示 し，接合 関係 もかな り見 られた。

壺 （Fig．23－92～97・99～102）

92・100～102は，4条 ～6条 か らなるヘ ラ描 沈線帯 を胴部外面 に数帯配 している。器面 は総

じて右下 りのハケ調整。102は 小 孔 を穿 った浮文が2個 貼付 され る。100は 赤彩 が施 されている。

93・94は， 長頸広 口頸の頸部である。ヘ ラ描沈線 を多用 し，93は 沈線 間に圧痕文 を3帯，94・

95は 扁 平な刻 目突帯 を配す。93は 赤彩 が施 される。その他 口縁部96・97・99が 出土 してい る。

三者共 に激 しく煤けてお り，96は 被 熱のために一部 海綿状 を呈 している。

甕 （Fig．23－98・103・104・l06～114）

108は 如 意状 口縁 を有す る甕 の胴底部であ る。外面 は被熱赤変 してい る。109～111・113は，

薄手土器で 口縁下 に1～2条 の指頭 で摘 んだ小突帯 を貼付 。111は 上 胴部 に も4条 の突帯 を貼

付す る。112・114は， 口唇部 を強 く横 ナデ し上胴部 に4条 のヘ ラ描沈線 を巡 らす。文様帯の上



と下 で器面調整が異 なる。98も 同様 の特徴 を有す る。103・104・106・107は ，底 部で前 二者 は

薄手土器 で，107に は 下→上の弱いヘ ラ削 りが見 られる。甕は例外 な く煤 けている。

蓋 （Fig．23－105）

口径27.6㎝ を測 る。甕 の蓋であ り口縁内面が環状 に煤 けてい る。

Fig．22ユ ニット1遺 物出土状況平面図及び垂直分布図



Fig．23ユ ニ ッ ト1出 土土器 実測 図



Fig．24ユ ニ ッ ト1出 土土器 実測 図

（2）ユニ ッ ト2（Fig．3・25～29）

1区 の ほぼ中央部 で検出 した。土器 の密 集範囲 は東西 に長軸 を有 し，長 さ3m， 幅1.5mの

うち にお さまる。層位 はⅦ層 とⅧ層 とに またが る。調査時 にはほぼⅦ層 中に含 まれ るもの を上

層， Ⅷ層 中に入 るもの を下層 として図示 し遺物 の取 り上 げ も行 った。 しか し，上 ・下で接 合関

係 も見 られ，土器 も同時期 の所産で あるこ とか ら，上 ・下層 共ユニ ッ ト2と して一緒 に述べ る。

壺 （Fig．27－115～122・124，Fig．29－153・154）

広 口壺， 長頸壺， 細 頸壺 か らなる。115・121・122は， 頸部外 面に多条のヘ ラ描沈線 と扁 平

な刻 目突帯 を有す。 口唇 は横 ナデ を施 し端部 に刻 目を配す。119・120は 口縁部外面 に粘土帯 を

貼付 し口唇横 ナデ， 端部 に刻 目を配す。120の 口縁部 内面 は4条 の扁平 な小突帯 を貼付 し更に

列点文及 び小孔 を巡 らす。117は 内面 に断面三角形の突帯 を貼付 。内側 に小孔列 を配す。124は

頸 部 に5～6条 のヘ ラ描沈線帯 を施 す。116は 長 頸壺 であ る。 口縁部 に刻 目，頸部 に多条のヘ

ラ描沈線 と扁平な刻 目突帯 を貼付 する。118は 無 文の細頸壺であ る。153・154は 底 部 である。

甕 （Fig．27－123・125～138，Fig．28－l39～15O，Fig．29－151）

125～127，139・141・148は， いわゆる如意状 口縁 を有 する タイ プで， 口唇部 は丸 くお さめ



Fi
g．
25
ユ
ニ
ッ
ト
2上
層
（
上
段
）
・
下
層
（
下
段
）
遺
物
出
土
状
況
実
測
図



Fig．26ユニット2垂直分布図（●；上層▲；下層）

例 外 な く刻 目が施 され る。139・141・148の

上 胴 部 には3～4条 のヘ ラ描 沈線 が配 され

る。144・147は 逆L字 状 口縁 を有す るタイプ

で， 口唇 に刻 目を有 す る。144は 上 胴部 に6

条 のヘ ラ描沈線 を配す。他 は，すべて後述す

る土佐型甕（2）に属す る。上胴部か ら頸部 に向か

ってす ぼ まり， 口縁部 は外反す るカーブを描

く。 口唇 は136を 除 いてすべ て面取 る。頸 胴

部 間 に小突 帯 を有 す る タイ プ （134・135・

138・142） や多条沈線帯 ＋刺突列点文 を施す

タイ プ （140・145・146） ， 無 文 の もの （137

・136・143） な どのバ リエ ーシ ョンが見 られ

る。 また文様帯の上 と下で器面調整が異 なる

ものが多 いの も特 徴 であ る。133は 薄 手土器

で ある。149～151は ， 底部 で151は 外 面 に下

→上のヘ ラ削 りが認め られ る。

鉢 （Fig．29－152）

底 部であ る。接 合部か ら剥離 してお り擬 口

縁 を見 ることがで きる。厚 い底部 で外脇 に指

頭 による圧 痕が顕著に着 く。

（3）ユニ ッ ト3（Fig．3・30・31）

1区 のⅦ層 上部 で検 出 した。1.4m×1.lm

の 範 囲か ら集中 して出土 した。前期末 と中期

Ⅰ期 の土器が混在 している。

前期土器 （Fig．31－155・159～l66）

155は ， 壺 胴部 で多条のヘ ラ描 沈線帯 を施

し，沈線 間に刻 目を-条 配 している。159は ，

頸部 に5条 の沈線 を施 し， 口縁部 を強 く摘ん

でい る。160は ， 口唇 に沈線 ＋刻 目を施 し頸

部 には多条 のヘ ラ描 沈線 を配 す。165は 壺 底

部 である。

161～163は ， ヘ ラ描 沈線 を施 した甕 で，

162は 逆L字 状 口縁 を有す。164は ， 上胴部 に

横位 の短沈線 を連続 施文 してい る。l66は 甕



Fig．27ユ ニ ッ 卜2出 土土器 実測 図



Fig．28ユ ニ ッ ト2出 土土器 実測図



Fig．29ユ ニ ッ 卜2出 土土器実測図

Fig．30ユ ニッ卜3遺 物出土状況平面図及び垂直分布図

底部である。

中期 土器 （Fig．31－156～158）

す べて壺で ある。156は ， 上胴部 で櫛描 直線文 ・同波状文 ・同簾状 文 を配す。157・158は 頸

部であ る。157は ， 櫛描直線文 と扁平 な刻 目突帯 を配す る。l58は ， 櫛描直線文 と同波状 文 を交

互 に施 してい る。

（4）ユニ ッ ト4（Fig．3・32・33）

1区 のⅧ層中で検出 した。2m×1mの 範 囲に集 中 している。すべて前期末の土器であ る。



Fig．31ユ ニ ッ ト3出 土土器実測図

Fig．32ユ ニ ッ ト4遺 物 出土状況平面図及び垂直分布図



Fig．33ユ ニ ッ ト4出 土土器実測図

壺 （Fig．33－167・169・170・174）

167・169は 長 頸広 口壺で ある。両者共頸部 に多条のヘ ラ描 沈線 を施 し扁平 な刻 目突帯 を貼付

す る。169は， 口唇 を刻 み， 口縁部 内面 に も同種 の突帯 を貼付す る。170は 頸 部 に8条 のヘ ラ描

沈線 を巡 らす。174は 最 大径 を下胴部 に有す る無文 の壺で ある。

甕 （Fig．33－168・171～173）

168は 口縁 下 に2条 の徴 隆起帯 を貼付。171・173は， 口唇 を横ナデす る。172は 底 部で ある。

（5）ユ ニッ 卜5（Fig．3・34・35）

SD3の 東 にあ りⅤ層中で検出 した。長 さ5m， 幅1.2mで 帯 状 に分布 している。

壺 （Fig．35－175～178，180～184・186～189）

175・176・178・180・182は， 口縁外面 に粘土帯 を貼付， 口唇 を横 ナデ し，175・178は 口 唇

に刻 目を施 す。178は 口縁 内面 にハ ケ状原体 で列 点文 を配 し，頸部 には櫛描簾状文， 上胴部 に

は同波状文 を施す。181は 長 頸壺頸部で下端 に断面三角形の突帯 を貼付 す る。177は 胴 部で断面

三角形 の突 帯 を貼付 し，上下 に櫛描 波状 文 を配す。185～189は 底 部 で，186の 内面 は下→ 上の

ヘ ラ削 りが見 られ る。

甕 （Fig．35－179）

179は， 口縁部 が強 く外反， 外面 に粘土 帯 を貼付 し指頭 で押圧， 口唇 は横 ナデ。外面 は煤 け

ている。





Fig．34ユ ニ ッ ト5遺 物出土状 況





Fig．35ユ ニ ッ ト5出 土土器 実測 図

4． 包 含 層 出 土 の 遺 物

ここでは包含層出土の遺物について主なものを図示し，説明を加える。

（1）1区 上層の遺物

① 土器 （Fig．36）

弥生前期末と中期 Ⅰ期の土器が混在 している。190～194は 壺胴部の細片である。l90は 断面

三角形の突帯 を貼付 し，その上に櫛描波状文を配する。191は 櫛描波状文 と同扇形文を施す。

192は櫛描簾状文 と同波状文を交互に施す。193は 櫛描直線文と同波状文を施す。以上の櫛描原



Fig．361区 包 含層上層 出土土器実測図



Fig．371区 包含層上層出土石器実測図



体は太い。中期 Ⅰ期に属す。194は 多条のヘラ描沈線帯を有 し，中位に刺突を施 した円形浮文，

沈線帯の上には双線の山形文を配す。195・196は 甕口頸部である。口縁部内外はヨコナデ，頸

部外面 タテハケ，196は 口唇 を面取る。中期 Ⅰ期に属する。197は 長頸広口壺，198は 短頸の広

口壺，両者共頸部外面に多条のヘ ラ描沈線を施す。前期末に属する。199・201～203は 広 口壺

である。199は 口縁外面に粘土帯を貼付 し指頭で押圧， 口唇 は強いヨコナデ，上下端に刻 目を

施す。201・202は 口縁内面に扁平な刻 目突帯を貼付，頸部外面はヘラ描沈線と扁平な刻目突帯

を貼付する。203は 口縁内面に櫛描簾状文と小孔列を配 し，口唇は強いヨコナデを施 し上下端

Fig．381区 包 含層上層出土石器実測図



に刻目。201・202は 前期末，203は 中期 Ⅰ期に属する。200は 長頸広口壺である。頸部及び胴部

外面に櫛描直線帯＋扁平な刻 目突帯 を貼付，胴部には櫛描波状文 も見られる。中期 Ⅰ期に属す

る。204は 紡錘車，205は 土製円盤，共に土器転用である。

② 石器 （Fig．37・38）

206は， 石包丁である。外湾刃片刃，背部の形状は不明である。紐孔の一部が認められる。

Fig．391区 包含層下層出土土器実測図



Fig．401区 包含層下層出土石器実測図



敲打 によらない両面穿孔であ る。厚 さO.7㎝， 頁岩製で ある。208・210は 叩 石であ る。208は 河

原石 をその まま利 用 した もので， 縁部 に顕著 な使用痕が認 め られ る。210は 河 原 石 を打 割 した

もの を利用 し，縁部 に顕著 な使用痕が認め られ る。207・211・213・214は 刃 器 と考 えられ る。

211は 一 方の長側縁 に刃 部 をつ くり出 している。サ ヌカイ ト製で ある。他 は河原 石の剥片 を利

用 している。209・215・216は 磨 石 である。209は200g，215・216は30g前 後 である。共 に砂

岩の河原石 を利 用 して いる。212は ノ ミ状 の加工斧 であ る。刃部 は片刃 に研 ぎ出 してい るが稜

はあま り明瞭で はない。基部 も湾曲気味， 断面は長方形 である。材 は白色 の堆積岩で ある。

（2）1区 下層の遺物

① 土器 （Fig．39）

Fig．411区 包含層下層出土石器実測図



すべ て前期末 に属す る。

218・219・230は 壺 胴部片であ る。共 にヘ ラ描 沈線 を多様 し，218は 刻 目突帯，219は 双 線 によ

る山形文 を配す。221・225は 広 口壺で，221は 口縁 内面 に三角形の突帯 を2条 貼付，225は ヘ ラ

描沈線帯 を有す。222は 長 頸広 口壺で ある。 口縁 部内面 に扁平 な突帯 を貼付， 口唇刻 目， 頸部

には多条のヘ ラ描沈線 と扁平 な刻 目突帯 を貼付 する。

217と229は 逆L字 口縁の甕で，217は 上 胴部 に多条のヘ ラ描沈線 を施す。226は 如 意状 口縁の

甕で上胴部 にヘ ラ描沈線 を配 す。220・223・224・227は 土 佐型 甕である。220は 頸 部外 面 に双

線 による弧文， 頸胴部間 に小突帯 を貼付 する。224は 無 文，227は 口唇 を強 く横ナデ し口縁外 面

に指頭で摘 み出 した小突帯 を貼付 してい る。223は 胴 部上 半にヘ ラ描沈線 を2帯 配 し， 各々下

端 に列点文 を施す。228は， 甕か鉢であ る。

② 石器 （Fig．40）

231は 砂 岩 の円礫 を利用 した叩石で，主面 及び側縁部 に顕著 な使用痕 を認め る。690gで あ る。

232は 砂 岩の磨石で49gを 測 る。234は サ ヌカイ ト製 の刃器であ る。全長8.0㎝， 全幅3.3㎝， 全

厚0.9㎝ を測 る。石鎌状 の形状 を呈 し断面 は三角形， わずか に内湾 する刃部 は表裏か ら押圧剥

離 を加 える。背部 に も一部押圧 剥離痕が見 られる。233・235・236の 用 途 は不 明であ るが， 共

に砂岩 で前二者 は被熱赤変 している。

③ 木器 （Fig．21－89）

櫂 状 の木器 である。柄部 は欠損 してい るが残存長 は37㎝ である。先端部 は丸味 を帯 び， 最大

幅10㎝， 厚 さ1.2㎝ を測 る。材 はアカガシ亜属で ある。

（3）2区 上層の遺物

① 土器

a壼 （Fig．42－237～239，241・242・244～254・256～259）

237～239・241・242・244・246・253・254・258は 胴 部である。239以 外 はヘ ラ描沈線 を多様

し，加 えて刻 目突帯 ・円形浮文 ・双線 に よる山形 文 ・同波状文 を配 している。242は 耳 状 の突

起 を貼付 し上下 に小孔 を穿ち，246は 沈 線帯下 に刺突文 を施 している。239は 双線 で擬流水文 を

描 い てい る。253は 頸 胴部 間に刻 目突帯 を貼付 し， その下 に櫛描 波状文 を施 して いる。245・

247は 長 頸広 口壺 であ る。245は 頸 部外面 にヘ ラ描沈線 と扁 平 な刻 目突帯文，247は 口縁部 内面

に微 隆起帯 を2条 貼付， 頸部外面 には多条 のヘ ラ描沈線 を施す。248は 口縁内面 に粘土帯 を249

は外 面 に粘土帯 を貼付 し，共 に口唇 に刻 目を施す。250・252は 頸 部外 面に多条 のヘ ラ描沈線 と

扁平 な刻 目突帯 を有す。後者 は， 口唇 を強 く横ナデ し上下 を刻 む。口縁 内面 に扁平 な突帯 を貼

付 し押 圧 を加 え， 更 に小孔 を巡 らす。251は， 口唇 に刻 目， 頸胴部 間にヘラ描 沈線帯 を配す。

256・257・259は 底 部である。

b甕 （Fig．42－240・243，Fig．44－260～274）

240は 頸 部，243は 上 胴部細片であ る。240は， 双線 による垂下条線が顕著に見 られる。243は



Fig．422区 包含層上層出土土器実測図



Fig．432区 包含層上層出土土器実測図

ヘ ラ描沈線帯 の下 に列点文 を配 してい る。260・261・263は 口 縁部 に断面三角形 の突 帯 を貼付

し逆L字 状 口縁 をなすが， 後 二者 は鉢 とな る可能性 もある。262は 口縁 部が短 く屈 曲，267・

272は 如 意状 口縁 を有 し，267は 上 胴部にヘ ラ描沈線帯 を有す。

264～266・268・269・271・273・274は， 土佐型甕 に属す る。264・268は 口縁部外面 に，265

・271は 口頸部 間に小突帯 を貼付 し文様帯の上 と下 とで は器面調整が異 なる
。266・269・273・

274は 無 文で共 に口唇 を強 い ヨコナデで面取 ってい る。274の 外 面 は荒い ヨコナデ， 口唇 は この

タイ プには珍 しい刻が施 されている。264・265は 薄 手土器であ る。275は 底 部で ある。270は 逆

L字 状 の口縁 を呈 するが鉢 か甕か判 断がつ かない。

（4）2区 最下層 （ⅩⅡ層 ）出土の遺物

① 土器 （Fig．45）

276は 壺 胴部細片 で， 多条のヘ ラ描沈線 の うえに3条 の刻 目突帯 を貼 付す る。278～280は 広

口壺 である。278は 口縁内面に粘土帯 を貼付，279は 口縁内面 に突帯 をわ らび手状 に貼付 してい

る。280は 頸 部 に4条 のヘ ラ描沈線 を配す。282は 大 型壺の頸部であ り，多条 のヘ ラ描沈線帯 の

下位 に断面台形 の太 い刻 目突帯 を貼付， 刻み部 には布 目状 の圧痕 が見 られる。277は 甕 胴部で，

ヘ ラ描沈線帯下 に列点文 を巡 らす。281は 蓋 であ る。口縁端部 は反 り上が り口唇 には刻 目を配す。

外面 タテハ ケ， 内面 ヨコハ ケ調整 を施す。283は 壺，284は 甕底 部である。

② 石器 （Fig．46）

共 に河 原石 （砂 岩） を利用 した叩石であ る。285は 半 分が欠損 している。両主面 と縁 部の一

部 に使用痕が認め られ る。286は 縁 部 の一部 に荒 い敲打痕が見 られ る。



Fig．442区 包含層上層出土土器実測図



Fig．452区 包含層下層出土土器実測図



Fig,462区 包含層出土石器実測図



第Ⅳ章 考 察

1土 器

今次調査においては，弥生時代前期末から中期前半の土器が出土 した。これは過去2回 の調

査 と全 く同 じ結果であ り，下分遠崎遺跡が前期末に成立し中期前半のうちに消滅する比較的短

命な遺跡であることを益々証明するものである。以下前期末と中期 とに分けて，型態分類を行

い，過去の調査との比較検討なども行いながら諸特徴の把握に努めたい。

（1）前期土器

① 分類

1区 のⅥ ・Ⅶ層，SKl， ユニ ット1～4出 土土器及び2区 ⅩⅡ層出土土器を対象として挙

げる。

a壺

Ⅰ類 ：遠賀川式土器の伝統 を残す。 （99）

Ⅱ類 ：短頸広 口壺。主 として頸部 に数条 のヘ ラ描沈線 を施す。

後述の Ⅲ類 に比べて条数 は少ない。 （97・122・124・159・

160・170・174・198）

Ⅲ類 ：長頸広 口壺。 口縁部内外面や頸部外面 に多条のヘ ラ描

沈線， 扁平 な刻 目突帯 などの装飾 を施す。 口縁部の外 反度

が強 いⅢA類 と比較的外反の弱い ⅢB類 に分け ることがで

きる。

ⅢA類 ： （96・115・117・119～121・221・222・248・251

・278～280）

ⅢB類 ： （116・225）

Ⅳ類 ：細頸広 口壺。 口縁部が強 く外反す るⅣA類 と直 口気味

に立 ち上が るⅣB類 とに分 けるこ とがで きる。ⅣA類 は頸

部 にヘ ラ描沈線 や扁平 な刻 目突帯 を貼付 して加飾す る。

ⅣA類 ： （94・95・167・169）

ⅣB類 ： （118）

以 上の他， 図示 し得 なかった口縁部細片 のうち ⅡA， Ⅲ類の

いずれか判 別で きなか った ものが31点 ある。

b甕

Ⅰ類 ：いわゆ る如意状 に外 反する口縁部 を有す る もの。 （125

～127・139・141・146・148・226・272）
表1土 器分類及び組成比率表



表2前 期甕分類表

Ⅱ類 ：やや脹 らんだ上胴部 か ら， 口縁 に向か って外反す る。 Ⅲ類 とI類 との中間 タイプであ

る。口唇部 は丸 くお さめ刻 目を施す。 （140・145・223）

Ⅲ類 ：脹 らんだ上胴部 に，著 しく発達 した頸部が 口縁部 に向か って大 き く外 反する。上胴部

径 が口径 を上 回る もの もある。 口唇部 を面取 る。文様の有無，文様 の種類 に よってⅢA～

ⅢEに 分 けるこ とがで きる。

ⅢA類 ：頸部 に文様帯が ない もの。 （98・128・130・131・136・137・143・171・173・224

・273・274）

ⅢB類 ：頸部 ・上胴部 に多条 のヘ ラ描沈線 を施す もの。 （112・114・123・161・164）

ⅢC類 ：上胴部 に指頭 による摘み 出 しで沈線状 を呈す るもの。 （142）

ⅢD類 ：頸部外面 にタテ方向のヘ ラ描沈線 を有す るもの。 （129）

ⅢE類 ：口縁部 ・上胴部外面 に小突帯 を貼付す るもの。 （168・227）

Ⅳ類 ：ⅢE類 と類似 した形態 を有す るが，胎土が全 く異な り器壁 も他 の ものに比べ て薄手の

もの。 （109～111・113）

Ⅴ類 ：いわゆる逆L字 口縁 を有す る もの。 （144・147・162・217・229・270）

Ⅵ類 ：口縁部 を短 く折 り曲げる もの。 （262）

Ⅶ類 ：口縁部が わずか に外反 し直線的 に伸び るもの。 （228）

② 考察

前期包含層及 び遺構 ・ユニ ッ ト出土の器種 は，壺 ・甕 ・蓋 である。組成比 は壺65点 （35.9％ ），

甕112点 （61.9％ ），蓋4点 （2.2％） であ る。鉢の 出土が認 め られ なか ったが，前2回 の調査

で は，少量 出土 してい る。今次調査 においては，Ⅴ層 中か ら口縁部外面 に断面三角形の突帯 を

貼付 した大型鉢の 口縁片が2点 （261・263） 出 土 している。高坏 は前 回の調査 において も全 く

出土 してい ない。器種組成の大半 は壺 と甕で占め られてお り，その比率 はおおよそ壺 ：甕が1

：2で あ る。 この数値 は1988年 度 調査 （壺41点 －31.5％ ， 甕81点 －62.3％ ）(1)の数 値 と もほぼ一

致す る。当該期，当地域 にお ける器種組成の一般的傾 向を示 している もの と言 えよう。 これ ら

前期末の土器 は，高知県の土器編年 に照応 させ れば岡本健児氏 の大篠式土器(2)，田村遺跡群の前

期Ⅳ(3)に比 定す ることがで きる。当該期 は，本県において も飛躍 的に遺跡数が増加 し， 同時 にそ

れ まで強固 な斉一性 を保 って分布 していた遠賀川式土器 にかわって，地域色 の濃厚 な土器 に席

巻 され るようになる。当遺跡出土の土器において も，かかる様相が典型 的に現れてい る。以下

各器種毎 に諸特徴 について述べ る。



壺 は，遠賀川式の伝統 をとどめるⅠ類は壺全体の中で3点 （4.8％） に過ぎず，頸部が著 し

く発達 したⅢ類が最 も多 くを占め，その中で も口縁部がラッパ状に外反するⅢA類 が最も多く

を占めている。本類は，最 も加飾 されることが多い。頸部外面は，多条のヘラ描沈線や当該期

に初めて出現する扁平な刻 目突帯が貼付 される。（115・121・222） この種の突帯は，一旦引か

れた沈線の中に突帯 を埋め込むように貼付 し，刻 目は指頭でつまみ出 した りヘラ状原体で押圧

して施す。同種の突帯 は口縁内面に施す例 （120）も多い。当該期の瀬戸内や畿内で見 られる

断面三角形状の刻 目突帯 も存在するが少数派である。ⅢA類 には，中期前半に盛行を見せる口

縁部外面に粘土帯 を貼付する例が少なからず認められる。（119・120）分類不可能 とした31点

の中にも8点 がこの種の口縁部 を有する。これまでは中期の指標 とされてきた手法であった(4)が，

今次調査によって当該期から出現することが明らかとなった。口唇部の形態は丸味をもつもの

（96・115・119・221・222・248・278・280） と横ナデにより面 をなす もの （117・251・279）

更に強いナデによって凹状 を呈するもの （120・121）とがある。凹状の口唇部は中期前半の特

徴であ り，新 しい要素 として理解することがで きる。この他ⅢA類 には，口縁内面に粘土帯を

貼付 した222・248・278な ども見られる。胴部と統一的に把握できる資料が欠けているが，100

～102の ような球形，またはこれまでの例か らして長胴の胴部 を有するものが一般的で，扁平

に発達した例 はほとんど見 られない。

Ⅱ類は8点 （12.3％）でⅢ類 に次いで多い。Ⅲ類に比べ ると加飾性に乏 しく，160を 除けば

ヘラ描沈線のみで，しかもその条数も少ない。口唇部 も丸 くおさめるものが多い。本類は総 じ

て古い要素を持ち，中期へ とは続かないタイプである。

Ⅳ類は6点 （9.2％）と少数派であるが，当該期 に初めて登場するタイプである。ⅣA類 は

Ⅱ類で見たと同様に口縁内面や頸部外面を加飾する。中期に続 くタイプである。

筆者はかつて， ⅡA類 の280や Ⅲ類に見られるような沈線条数の少ないもののみで構成 され

た遺構出土の資料があることを根拠に，前期末で も古相に属する型式で構成された独立した一

時期のあることを想定した。(5)今次調査の出土状況はその想定を否定するものである。しかし今

次調査の結果は，前期末という限定 した期間の中にあって も，遺物包含層という一定の時問幅

を考慮 に入れなければならないものと考えられる。古相の一型式に普遍性があるか否か，今後

調査例の増加をまって結論付けなければならないであろう。

次に甕について述べる。如意状口縁を有する遠賀川式土器が25点 （22.3％），頸部の発達が

著 しいⅢ類が5O点 （44.7％）， Ⅰ類 とⅢ類の中間タイプのⅡ類が7点 （6.3％），薄手のⅣ類が

16点 （14.3％），逆L口 縁のⅤ類が12点 （1O.7％），その他Ⅵ ・Ⅶ類が各1点 ずつである。地域

色の濃厚なⅢ類が最も多 く，次いで遠賀川式土器，それに逆L字 口縁甕が続 くという組成比は

88年度の調査結果と同様である。(6)当地域の甕のバ リエーションの一般的傾向を示 していると言

えよう。

Ⅰ類は口唇を丸 くおさめ例外な く刻 目を有する。上胴部にはヘラ描沈線を有するものと有さ



ないものがあり，沈線数は最大7条 まで （146）であり，多条のものに限って沈線帯下に刺突

列点文が認められる。調整はハケを主体 としヘラミガキは認められない。Ⅱ類も口唇を丸 くお

さめ刻 目を施すが，上胴部の沈線は飛躍的に多条化 し，沈線帯下には例外なく刺突列点文が配

されている。

Ⅱ類は新 しいタイプを指向した甕として位置付けられよう。最 も多 く占めるⅢ類は，文様な

どこれまでには見られなかった諸属性を有 し，次に述べるⅣ類の強い影響下で成立展開するタ

イプである。瀬戸内 ・近畿各地においては，前期末頃から地域性の濃厚な甕が成立 し遠賀川式

時を払拭するに至るが，Ⅲ類はⅣ類 と共に土佐の在地甕 として位置付けることができるもので

ある。(7)

Ⅲ類は，143を 除いてすべて口唇部を面取 り，口唇への刻 目は原則 として施 さない。文様 に

は先述のようにBか らEま でのバリエーションがある。口頸部内外面はハケ調整を基本とする

が，胴部外面はナデや擦痕が見られる。胴部破片である1・134・138な ども本類に属するもの

であるが，上胴部の文様帯 を境に調整手法が異なるものが多いこともⅢ類の特徴である。

Ⅳ類は拗黒色，堅緻，器壁が薄いことを特徴 とし，口縁外面や上胴部に各種の突帯を貼付 し，

基本的にナデ仕上げである。この出自を明らかにすることはで きないが，高知平野よりも西部

に多 く出土することから，岡本健児氏は県西部に発生源を求めている。(8)前期末に出現 し中期 を

通 して見られる甕が大半を占め，壺が少量見 られるが鉢 ・高坏 ・蓋は全 く認められない。下分

遠崎遺跡の過去の調査や田村遺跡群からは数パーセントの出土に過 ぎなかったが，今次調査で

は14.3％ を占めている。遺跡数が飛躍的に増加する時期に本類が出現 し，本類の影響下にⅢ類

が出現 し，甕組成の6割 以上を占めることは，弥生文化の浸透を考えるうえで注目しなければ

ならない。(9)

最後にⅤ類について述べる。88年の調査では11.1％ を占めてお り，今次結果 と近似 している。

本類も当該期に新たに出現するものである。突帯はすべて口縁端部に貼付せられ，その断面形

状 は台形 （147・217）と水平に伸びる鍔状のもの （144・162・229） などがある。端部にはほ

とんど刻目が付 く。上胴部には沈線を施す ものと施さないものがある。

（2）中期土器

中期の土器は1－2区 ともにⅤ層から多 く出土 し，その他l区 のSX1， ユニ ット5，SD

3か らも出土している。ここでは出土状況から一括性が高いと考えられるSD3下 層出土の土

器について述べる。壺 ・甕 ・鉢からな り高坏は認められない。

壺は前期末の Ⅰ・Ⅱ類が消え，長頸広口壺 （ⅢA類 －65・67～69） が多 く認められ，新たに

口縁部を内外に肥厚させた長胴の86が加わる。今回は出土 していないが広口細頸壺 も存在する

ものと考えられる。長頸広口壺は，前期末のものと比べ口唇部のヨコナデが強 くなる点，施文

原体がヘラから櫛に変わる点を除けば，他の諸属性はほとんど変化が認められない。SD3下



層からはヘラ描沈線のものも一緒に出土してお り，櫛描文出現直後の資料 と考えられる。ヘラ

から櫛への変換は当地域においてもスムーズに移行 していることが窺える。また一般的に初期

の櫛描文は太 く深いことが指摘されているが，本例 （60・64・68な ど） もそのような傾向が認

められる。この他施文様 としては双線による弧文や区画文 （61・62），同斜格子文 （63），扁平

な刻 目突帯，口縁部の刺突文など前代 を踏襲する手法で加飾 されることが多い。

甕には大きな変化が認められる。すなわち前代 まで存在 していた如意形口縁甕，逆L字 口縁

甕が消滅 し，「土佐型」甕 （59・70・71・74） に統一 される。同時に多条沈線が施 されること

はなくなり，沈線は僅かに1条 （74）程度，薄手甕には少条の刻 目突帯が貼付される。甕から

文様が消える時期である。鉢 （78）は厚い底部を有 し，口唇部は壺 と同様の特徴 を有 している。

以上述べたSD3下 層出土の遺物は，岡本編年の田村式(10)（畿内第 Ⅱ様式併行）に属するが，

その中で も古相を呈 してお り，より厳密には筆者の中期 Ⅰ－1（ 同第 Ⅱ様式前半併行）に位置

付けることができる。当該期の一括性の高い資料は，極めて僅少であり今後の土器編年の指標

となろう。中期 Ⅰ－2期 には，櫛描簾条文が登場するようになり，南四国の土器はより大きく

捉えれば和泉地域で盛行を見せる櫛描簾条文地帯の中に包含される。逆L字 口縁を有する瀬戸

内型甕の消滅に照応 した現象として理解することができよう。高知平野における遠賀川式土器

の成立過程は，板付遺跡に見られるような状況 とは異なり，環瀬戸内で生 じた型式の移行を示

している。(11)以来前期を通 して瀬戸内からの影響 を受け続けて来たのである。瀬戸内型甕の消滅

や瀬戸内では採用されることのなかった櫛描簾条文の出現に証明されるように，中期に至って

瀬戸内 とのこれまでのような関係 に大きな転換が生 じたことを物語っている。

2.下 分 遠 崎 遺 跡 の 位 置 付 け

下分遠崎遺跡は，県道野市－稗地線の南に展開する低地性の集落遺跡であ り，15,000㎡ の広

が りを推定することができる。すでに触れたように過去2回 及び今次調査の結果，前期末から

中期前半に営まれた比較的存続期間の短い遺跡 として位置付けることができる。

下分遠崎遺跡は，1986年 の調査で1,382㎡ ，88年 の調査で410㎡ の面積を調査 している。竪穴

住居址の検出には至っていないが，2回 とも数多 くの土坑や柱穴 ・溝を検出してお り，88年 の

調査では掘立柱建物址4棟 を確認 している。柱穴には柱根が残っている例 も多 く，土坑や溝か

らは炭化米や ドングリ・ヒョータン ・メロンなどの植物遺体，イノシシ ・シカなどの獣骨，更

にカツオの腹椎骨 も出土 している。また農耕具 ・工具 ・祭祀具 ・狩猟具などの木製品は当時と

しては本県で初めての出土であ り，当時の生業や精神生活を知る上で貴重な資料を提供 してい

る。

今次調査区からは遺構の検出は少な く，確実に弥生時代に属するものは土坑2基 （SK1・

2） と溝2条 （SD1・2） 及びピット2個 のみである。今次調査区は当初，山側に近いこと

から，過去2回 の調査区よりも遺構の存在密度が濃厚で，集落の中心部があるのではないかと



予想 していた。 しか し意に反 して検出遺構は僅少であった。基本層序は過去2回 の調査と同様

であるが，遺構検出面は過去の調査に比べて20～30㎝ ほど低 く，旧地形は北に向かって緩傾斜

していることが明らかとなった。 したがってこのような調査結果から見て，集落の中心地は試

掘Aト レンチから東に伸びる88年調査区 （Fig．2）の周辺に求めなければならない。

すでに何度 も触れたように，下分遠崎遺跡は短命な遺跡であり，その消長の背景には如何 な

る原因が横たわっているのであろうか。廃絶後，周辺の平野部には集落遺跡は存在せず，的場

遺跡や本村遺跡などのように丘陵上や山丘斜面に集落址が移動する。両遺跡は遠望の効 く立地

にはあるが，直ちに軍事的緊張関係を背景 とする狭義の高地性集落と規定することはできない。

集落立地の大きな転換について，木器生産による森林破壊 との関係を考えたこともある(12)が，こ

の消長の原因究明は本県における弥生社会の展開を考える上で大 きな課題である。

弥生文化の創造的発展期として位置付けられている前期末(13)，本県においても飛躍的な遺跡の

増加が見られ，それまで高知平野では田村遺跡 と西分増井遺跡(5)でしか確認できていなかった遺

跡が，平野部は勿論のこと山間部にまで分布するようになる。これら新たに出現 した遺跡は，

先行する段階の遺跡がないこと，中期前半で終わる短命な遺跡が多いこと，規模が比較的小規

模なことなどい くつかの共通点を持っている。そしてすでに述べたように，強固な斉一性 を保

った遠賀川式土器とは様相を異にした，極めて地域性の濃厚なまた繁縟なまでに加飾された土

器を伴うのである。

弥生文化の発展期に見られるかかる現象は，地域性が確立する中期の前提として位置付けな

ければならないと同時に，弥生文化発展期に認められる列島の内面的要因に起因 した社会的表

現 として理解 しなければならない。当該期の発展の背景には，青銅器の本格的な流入や製作に

認められるように朝鮮半島からの大きなインパク トがあったことは勿論であるが，発展要因の

諸側面の一つとして列島内に生じた要因についても，弥生文化の性格を規定 した重要な要素 と

して評価 しなければならない。
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1． 木 口 （20×） 2． 柾 目 （20× ）

3． 板 目 （20× ）

4． 木 口 （20× ） 5． 柾 目 （20×）

6． 板 目 （20× ）

1，2，3， アカガシ亜属

器種 着柄鋤

4，5，6， アカガシ亜属

器種 矢板

Fig．47出 土木 製品顕微鏡写真
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遺物観察表 （石器）



遺物観察表 （石器）



図 版





PL1

1区 調査前全景 （西から）

1区 調査前全景 （東から）



PL2

2区 調査前全景 （東から）

2区 調査前全景 （西から）



PL3

1区 南壁セクション （SD2付 近）

1区 南壁セクション （17付近）



PL4

1区 南 壁 セ ク シ ョン （5～6付 近）

2区 南壁セクション



PL5

1区 完掘状況 （西から）

1区 完掘状況 （東から）



PL6

SK1検 出状況

SK1完 掘状況



PL7

SD1（ 北 か ら）

SD2（ 東北側から）



PL8

ユニット1検 出状況 （北から）

ユ ニ ッ ト1壺 （97） 出土 状 況



PL9

SX1遺 物 出土状況 （北から）

壺 （118， ユ ニ ッ ト2） 出 土 状 況



PL10

ユニット2遺 物出土状況

ユニット3遺 物出土状況



PL11

SD2下 層遺物出土状況 （北から）

ユニット3遺 物出土状況 （壺159）



PL12

1区 南壁セクション及び遺物出土状況 （Ⅴ層中の壺198）

1区 南壁セクション及び遺物出土状況 （Ⅴ層中の壺198）



PL13

178（ ユ ニ ッ ト5） 160（ ユ ニ ッ ト3）

178（ ユ ニ ッ ト5） 19（SD1）

68（SD3） 165（ ユ ニ ッ ト3）

遺物出土状況



PL14

SD3出 土土器 壺



PL15

53 74

108 140

144 145

SD3（53・74） ・ユ ニ ッ ト1（108） ・同2（140・144・145） 出 土 土 器



PL16

147 148

174 178

200 217

ユ ニ ッ ト2（147・148） ・ユ ニ ッ ト3（174） ・ユ ニ ッ ト5（178） ・

1区 Ⅴ層 （200）・1区 Ⅶ 層 （2l7） 出 土 土 器



PL17

26 52

142 97

137 120

259 146

SD2（26） ・SD3（52） ・ユ ニ ッ ト1（97） ・ユ ニ ッ ト2（120・137・142・146） ・2区 Ⅴ 層 出 土 土 器



PL18

24 71 75

78 112 118

124 141 159

160 179 230

SD2（24） ・SD3（7l・75・78） ・ユ ニ ッ 卜1（112） ・ユ ニ ッ ト2（1l8・124・141） ・

ユ ニ ッ ト3（159・160） ・ユ ニ ッ ト5（178） ・1区 Ⅹ 層 （230） 出 土 土 器



PL19

SD3（47～49・67・68） ・ユ ニ ッ ト1（109） ・ユ ニ ッ ト2（115・116・121） ・ユ ニ ッ ト3（170） ・

SXl（12） ・1区 Ⅴ 層 （197・202） 出 土 土 器

1区 Ⅶ 層 （218・222・225） ・2区 Ⅴ 層 （239・242・245・247・249・250・253・258） ・

2区 最 下 層 （280・281） 出 土 土 器



PL20

SD1（17） ・SD3（41・70） ・ユ ニ ッ ト1（99） ・ユ ニ ッ ト2（123・128・132・134・138・139） ・

ユ ニ ッ ト3（161・162・164・173） 出 土 土 器

石 包 丁 （21・206） ・刃器 （211・234） ・ノ ミ状 片 刃 石 斧 （212）



PL21

SD3出 土 着柄鋤先 （91）

同上 裏面



PL22

SD3出 土のツキノワグマ顎骨

同 上
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